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後 藤 和 夫
※第38回日本社会学会
重点部会 「志摩漁村の社会学的研究」
「総 論」 川 越 淳 二
「漁村構造の展開と漁民層の分解」
中 田 実
後 藤 和 夫
「漁業組合と村落組織」
牧 野 由 朗






















65年6月19～20日,久曽神 ・島本 ・歌川 ・




















中心とする漁業経営について 同地 を調査 し

















結果管玉8個,勾 玉1個 と須恵器(カ メ ・ツ
ボ各1個)を 出土 した。
(J)静岡県入出漁協三浦家文書調査

































66年1月と3月 の内2日 間にわたり,久 曽
神所員は10余名の同好研究者 とともに岡崎市
矢作付近を踏査 し,浄瑠璃姫伝説に関する資



























勢 ・紀伊 ・遠江 ・美濃 ・尾張の禅宗寺院約20























































































幹事 ・講師 森 靖雄
事務嘱託 宮坂 佳子
歌川 学
久曽神 昇
後藤 和夫
榊原惇一郎
島本彦次郎
鈴木 中正
中田 実
中出 惇
牧野 由朗
<所員会議>
65年5月6日所員会議を開催。昭和39年度
決算報告を承認。昭和40年度予算案を決定。
一77一
昨年度にひきつづき,郷土資料の充実を重点
事業とし,その一環として,資 料蒐集を目的
とした共同調査を企画するように決定。
研究所人事について,中 田実 ・森靖雄両講
師を研究員から所員へ委嘱変更。中島巌講師
を所員に委嘱。榊原惇一郎 ・佐々木忠夫両研
究員の委嘱更新を決定 した。
任期満了にともなう運営委員改選の結果,
次の4所員が再選された。島本彦次郎 ・歌川
学 ・堀井令以知 ・川越淳二。なお本年度から
幹事制を復活 し,森所員を幹事に委嘱 した。
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